
舞踊鑑賞者の心拍変動解析に お ける舞台照度の影響
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The aim of 也is study was to examine the effect of intensity of stage light on heart rate 
variations in appreciator. Subjects were four university students. Subjects were divided into two 
groups which were dance-experience (DE) and no dance-experience (NDE) groups . R-R 
interval was measured by a two-lead elec仕ocardiogram. Heart rate was calculated 企om R-R 
interval. Heart rate variability was calculated by maximum entropy method (MEM) spectral 
analysis . High 合equency (HF : 0 . 1 5・0.40) power spectra evaluate parasympathetic nervous 
activity and Low frequency (LF : 0.04-0. 1 5) divided HF ratio evaluate sympa出etic nervous 
activity. Classic ballet and modem dance performed two types of expression (pleasant and 
dolorous) under two types of stage lights (brightness and darkness) . Sympathetic nervous 
activity was increased under dark stage light that was almost twice higher 出叩 that in bright. 
DE always relaxed in comparison with NDE. Dぽing dance, further relaxation in DE was 
observed . Con釘ary to DE , tension in NDE was higher than that of resting level . We 
reconfirmed that parasympathetic nervous activity is prior to s戸npathetic nervous activity in 
con甘oiling HR. It is possible that present study may be the first demons甘ation of examination 
in autonomic change in appreciator. Hence, it should also be added that further experiment 
need to elucidate the present phenomenon. 

I . 緒言

近年、 国 内外で学際的研究領域 と い う 言葉が多 く 聞かれ、 実 際 に 異な る 複数の専門分野 に ま た が っ
た研究 プ ロ ジ ェ ク ト が数多 く 展 開 さ れて い る 。 大学は、 教育 ・ 研究 に よ り 社会 に 貢献す る 場 と し て存
在す る が、 研究分野で進 んで い る 学際的な試み に対 し て教育は、 こ れ ま で通 り に 専 門 分野 に 固 定 し た
展 開 が主 と 思わ れ る 。 文部科学省が学校教育 に お い て総合学習 の 時間 を 設 け て複合的な学習形態 を 推
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し 進 め る 中 で、 高等教育機関 で あ る 大学 も 新た な展開 を 図 る べ き で あ る こ と は、 十分 に理解 し う る こ
と で あ る 。 そ こ で本論は、 平成 1 5年度美術研究科の彫刻特殊研究 （構成研究） に お い て試験的 に 展 開
さ れた授業の一部を取 り 上げる こ と と し た。 こ の授業は、 身体表現， 舞台演劇， 立体造形お よ び生理
学の専門家 に よ っ て実施 さ れた も の で あ り 、 美術授業の展開 と し て は こ れ ま で と は異質な も の と 恩わ
れ る 。

宮廷舞踊は、 中 世末期以降 に理論的かつ専門的に発展 し 、 芸術 と し て の 舞踊 で あ る 「バ レ エJ が誕
生す る ヘ 1 7世紀後半 に は、 劇的内容 を含む宮廷バ レエか ら ほ ぼ現在 の 形で あ る 劇場バ レ エへ と 移行
し た へ こ こ で の 大 き な改革点は、 プ ロ の踊 り 手が客席 と 分離 さ れた額縁舞台 の ス テー ジで踊 る こ と
で あ る 。 す な わ ち こ の 時点か ら 、 「見せ る 側」 と 「見 る 側」 が明確 に 区別 さ れ、 プ ロ と し て の踊 り 手
は観客 を意識せ ざ る を 得な く な る 。 舞踊文化は、 ギ リ シ ア の舞踊 （オルケ シス ） に 啓発 さ れてバ レ エ
を 創造 し たルネサ ン ス 以来、 「動 き」 と 「意味J の 2 つ の要素聞 を揺れ動 い て き た と 考 え ら れてお り 、
ア リ ス ト テ レ ス に よ れば、 「舞踊 と は、 リ ズ ミ カ ルな動き に よ っ て性格 と 行為 と 情緒 を ミ ー メ ー シ ス
す る 」 と 定義 し 、 そ し て演劇 に 対 し て は、 「理論的言語 に よ り 性格 と 行為 を ミ ー メ ー シ ス す る j と 定
義付け た へ こ こ で着 目 すべ き 点 と し て舞踊は、 理論的言語 を使用せず リ ズ ミ カ ル な 身体動作 に よ っ
て情緒的表現が求め ら れて い る こ と に他な ら な い。 こ の こ と は、 舞踊 の 「身体性」 と い う 特徴 に情緒
的表現 の伝達が い か に 重要であ る の か を 示 し て い る 。

ダ ンス お よ びバ レ エ等の 身体表現 を 主 と す る 舞踊は、 表現 自 体 に も 芸術的な要素 を 加 え な が ら 、 美
術、 照 明お よ び音楽等の舞台効果 も 含 め て多岐に発展 し て い る 。 わ が 国 の 舞踊 に 関す る 研究は、 人文
科学系 の社会学的 ま た は歴史学的な報告仰
で の 報告は数少な く 、 身体動作分析10，川 お よ び心理学的問 な手法 を 用 い た報告が認め ら れて い る 。
舞踊表現 に対する 鑑賞者の イ メ ー ジ を 因子分析の手法 に よ り 計量化す る 方法が1970年代以降か ら 盛ん
に行われ、 1 980年の頭川 ら 2 ） に よ る 研究では、 舞踊イ メ ー ジ は、 情緒性、 活動性、 弾力性、 評価性、
調和性、 重量性、 多様性お よ び空間性の 8 因子 に よ り 構成 さ れ る と 報告 さ れて い る 。 舞踊作品 の振 り
付 け の 創作意図 が鑑賞者 に ど の よ う なイ メ ー ジで受け取 ら れて い る の か を 、 創作意 図 と 作 品 イ メ ー ジ
の 反映 に つ い て 前述 し た 因子 を 用 い て検証 し た猪崎 ら 12） は、 感情や情緒 に 関 す る 因 子 の 多 く が創作
意図 と 対応 し て い る こ と を報告 し て い る 。 し か し なが ら 、 舞台上でパ フ ォ ーマ ー が演 じ る 身体表現が、
舞踊鑑賞者の生理機能 に ど の様な影響 を及ぼすのか を検証 し た報告は見 当 た ら ず、 舞台演出効果に と っ
て重要な要素 と な る 照 明 の 生理学的効果 を、 鑑賞者側か ら 検証 し た報告 に 関 し て は、 全 く 見 当 た ら な
い。 心臓機能の調節は、 交感神経系 お よ び副交感神経系 の相互作用 に よ り 行われてお り 、 こ れ ら は情
動 に よ っ て も 大 き く 変化す る 。 そ こ で本研究は、 舞踊鑑賞者の 生理的変動 に 心臓 自 律神経活動水準の
変化 を 採用 し 、 それ ら の舞台照度 に よ る 影響お よ び鑑賞者の舞踊 プ ロ フ ァ イ ル と の 関 係 を検討 し た。
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II. 方法

1 ） 被験者

被験者は、 芸術大学美術専攻大学生の計 4 名 で あ り 、 事 前 に 安静時の心拍 動 を 検査 し 、 不整脈が無
い 者 と し た。 被験者の舞踊経験の違 い を考慮 し て、 被験者 を ダ ン ス 経験者の女子 2 名 （舞踊経験群）
と 未経験者の男女各 1 名 （未経験群） に 分 け た。

2） 心臓 自 律神経系活動水準

測定期 間 中 の被験者は、 舞踊観賞場所にて座位安静 と し た。 心拍変動は、 胸部双極誘導 に よ り 検 出
さ れた心拍動の R - R 間 隔 を 心拍 計 （88 1 0， ポ ラ ー ル社製） を 用 い て 1 000分 の 1 秒単位で記録 し 、
そ れ を 最大 エ ン ト ロ ビー 法 （MemCalc法） に よ る 周波数解析 ソ フ ト （HrvCalc, GMS社提供） を 用 い
て心拍変動パ ワ ー ス ペ ク ト ル値 を 解析 し た。 解析の再サ ン プ リ ン グ間 隔 は 3 秒 と し た。 解析 さ れた ス
ペ ク ト ルパ ワ ー は、 低周 波帯域 （LF : 0.04～0. 1 5Hz） お よ び高周 波帯域 （HF : 0 . 1 5～0 .50Hz） に 分 け
て 算 出 し 、 HF を 心臓副交感 （迷走） 神経の活動水準指標 と し 、 HF に 対す る LF の 比 （LF/HF)
を 心臓交感神経の活動水準指標 と し た。 各ス ペ ク ト ル指標は、 各演技 中 の 平均値 と し た。 な お 心拍変
動 の ス ペ ク ト ル解析か ら 評価 さ れ る 心臓副交感神経活動水準 （HF） は、 呼 吸 の 回数お よ び深 さ の 変
動 に 影響 さ れ る の で ベ 心拍動の R - R 間 隔測定時 に は被験者 の 呼 吸 リ ズム の 調 節 が行わ れ る が、
こ の 件 に 関 し て は、 本研究 に お い て実行不可能なた め実施 し なか っ た。

3） 舞踊条件

身体表現は、 ク ラ シ ッ ク バ レ エお よ びモ ダ ン ダ ンス の演技者双方 と も ほ ぼ同ーの感情表現 を 行 っ た。
感情表現は、 「明 る く 、 楽 し いJ （以後、 楽 し い ） も の と 「暗 く 、 哀 し い」 （以後、 哀 し い） の 2 種類
と し た。 演技 の順は、 被験者の 予見 を避け る た め に、 ク ラ シ ッ ク バ レ エお よ びモ ダ ン ダ ン ス の 試行 が
同 ー の順 に 同 じ 感情表現 に な ら な い よ う に し た （表 1 ) 。

ク ラ シ ッ ク バ レ エ の 楽 し い 表現は、 「サタ ネ ラ （Sa凶ella） 」 よ り パ ・ ド ・ ド ゥ （Pas de de田） と し 、
音楽は 「チ エ ーザ レ ・ プーニ （Cesare • Pugni) 」 、 振付は 「マ リ ウ ス ・ プテ ィ パ （Marius • Petゆa） 」 で
あ っ た。 同 様 に 哀 し い表現は、 「 ジゼル （Giselle) J よ り パ ・ ド ・ ド ゥ （Pas de de皿） と し 、 音 楽 は
「ア ド ル フ ・ ア ダ ン （Adolphe ・ Adam） 」 、 振付は 「 ジ ャ ン ・ コ ラ リ (Jean ・ Coralli) ／ ジ ュ ール ・ ペ ロ ー
(Jules · Pe町ot） 」 で あ っ た。
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表 1 . 舞踊の発表順 お よ び照明条件

順番 舞踊 表現 照明

ク ラ シ ッ ク ノT レ エ 楽 し い 明

2 モ ダ ン ダ ン ス 哀 し い 明

3 ク ラ シ ッ ク バ レ エ 楽 し い 暗

4 モ ダ ン ダ ン ス 哀 し い 暗

5 ク ラ シ ッ ク バ レ エ 哀 し い 暗

6 モ ダ ン ダ ン ス 楽 し い 暗

7 ク ラ シ ッ ク バ レ エ 哀 し い 明

8 モ ダ ン ダ ン ス 楽 し い 明

モ ダ ン ダ ンス に お け る 楽 し い 表現 の音楽は、 「J. S. Bach 無伴奏チ ェ ロ 組 曲 第 1 番 ト 短調よ り プ レ

リ ュ ー ド 」 を 用 い 、 同様 に 哀 し い表現 の音楽は、 「溝 口 肇 の p . e .  a ・ c · e」 を 用 い た 。 振付は、

演者で あ る 「山本祐実J で あ り 、 楽 し い お よ び哀 し い両表現 と も ほぼ同ーの モ チー フ と し た。

2 種類 の感情表現それぞれは、 “明 る い （約360ル ク ス ： 舞台か ら 約 1 50cm高） ” お よ び “暗 い （ 同

条件で約2.5ル ク ス ） ” の 2 種類の 照度下で実施 し た。 実験時 の舞台 の 例 を 図 1 に示 し た。

楽 し いバレエ 哀 し いダ ン ス

明

暗

図 1 舞踏風景の一例
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4 ） 統計

測定値は、 平均値 土 標準誤差で示 し た。 比較お よ び有意差検定は、 バ レ エお よ びダ ン ス それぞれの
同 一表現 に お け る 安静、 暗お よ び明 の 3 群聞 に は 1 元配置の分散分析 を 実施 し 、 同様 に 同 一表現お よ
び同一照度下で の 舞踊経験お よ び未経験群 聞 の 安静時お よ び観賞時 で は 、 Welch 法 を 用 い た。 い ず
れの検定 に お い て も 危険率 5 % 以下 を も っ て有意 と し た。

III. 結果

安静に対す る 全比較 に お い て有意差は、 認め ら れな か っ た。
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園 2 . バ レエ鑑賞中の被験者の心鴎副交感神経 （HF） 、

交感神経 （LF/HF) お よ び心拍数 （HR)
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図 3 . モ ダ ン ダ ン ス鑑賞中 の被験者の心臓副交感神

経 （HF） 、 交感神経 （LF/HF） お よ び心拍 数

（聞）

平均値 土 標準誤差．

1 ） バ レ エ鑑賞 中 の 心臓副交感神経 倒的 、 交感神経 （LF/HF） お よ び心拍数 （HR） を 図 2 に 示
し た。 両表現 の HF、 LF/HF お よ び HR と も 明 暗聞 に有意な差は、 認 め ら れ な か っ た。 照 度 の 違
い に よ る HF の 明 ら か な変動は観察 さ れ な い も の の 、 LF/HF は 明 照度下 に 比 し て 暗照度下では、
約 2 倍の活動水準 に あ っ た。
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2 ） モ ダ ン ダ ン ス 鑑賞 中 の 心臓副交感神経 (HF） 、 交感神経 （LF/HF） お よ び心拍数 （HR) を 図
3 に 示 し た。 バ レ エ と 同様 に 両表現 の HF、 LF/HF お よ び HR と も 明 暗間 に 有意 な 差 は、 認 め ら
れ な か っ た。 楽 し い 表現で は、 暗照度の HF に対 し て明照度下 の そ れ は 高 い 傾向 に あ っ た． 両表現
に お け る LF/HF は、 バ レ エ と 同様の傾向 を 示 し た。
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図 4 . 楽 し い表現のバ レエ鑑賞中 の舞踊経験者群お

よ ぴ未経験者群の心臓副交感神経 （HF） 、 交

感神経 （LF/HF） お よ び心拍数 （HR)

平均値 土 標準額差. * P <O. 05 

i i � ！ ！ ！ 引 l I 
図 5 . 哀 し い表現のバ レエ鑑賞中 の舞踊経験者群お

よ ぴ未経験者群の心膿副交感神経 （HF) 、 交

感神経 （LF/HF） お よび心拍数 （HR)

平均値 ± 標準誤差. * P <O. 05 

3 ） 楽 し い 表現 の バ レ エ鑑賞 中 の 舞踊経験者群お よ び未経験者群 の心臓副交感神経 （HF） 、 交感神
経 （LF/HF） お よ び心拍数 （HR） を 図 4 に、 同様に哀 し い表現 を 図 5 に 示 し た。 両表現 に お い て 舞
踊経験群 の 明 照度下で鑑賞 中 の HF は、 未経験群 のそれよ り 有意な高値 を 示 し た。 表現 に 関 係 な く
安静時の 町 は、 舞踊経験群が未経験群の約 2 倍程度高 く 、 舞踊経験群で は鑑賞 中 に 安静時よ り 上
昇す る 傾向 に あ っ た が、 未経験群では逆に低下す る 傾向 に あ っ た。 暗照度下で哀 し い表現 を 鑑賞 中 の
舞踊経験群 の LF/HF は、 未経験群よ り 有意に低値で あ っ た。 LF/HF の 結果は、 全体的 に HF の
よ う な一定の傾向 を 示す こ と は無か っ た。 HR は、 全ての比較 に お い て有意差は認め ら れな い も の の 、
安静お よ び観賞時 のそれは、 舞踊経験群が未経験群よ り 低 い傾向 に あ っ た。
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図 7 . 哀 し い表現の モ ダ ン ダ ン ス鑑賞中 の舞踊経験

者群および未経験者群の心臓副交感神経 （HF） 、

交感神経 （LF/HF） お よ び心拍数 （HR)

平均値 ± 標準誤差． 牢 P <O. 05 

図 6 . 楽 し い表現の モ ダ ン ダ ン ス鑑賞中 の舞踊経験

者群および未経験者群の心臓副交感神経 （HF） 、

交感神経 （LF/HF） お よ び心拍数 （HR)

平均値 ± 標準誤差. * P <0. 05 

4 ） 楽 し い表現 の モ ダ ン ダ ン ス 鑑賞 中 の舞踊経験者群お よ び未経験者群 の 心臓副交感神経 （HF） 、
を 図 6 に、 同 様 に 哀 し い 表現 を 図 7 に 示 し た。 哀 し い表現交感神経 （LF／田） お よ び心拍数 （HR)

を 鑑賞 中 の HF は、 照度 に 関 係 な く 舞踊経験群が未経験群よ り 有意 に 高値 で あ っ た。 LF/HF の 結
果は、 表現 に 関係 な く 明 照度下で鑑賞 中 の舞踊経験群では、 安静時 よ り 低下す る 傾 向 に あ り 、 暗照度

いずれの場合 に お い て も 安静よこ れ に対 し 未経験群のそれでは、下では逆 に 上昇す る 傾向 に あ っ た。
り 鑑賞 中 の方が高 い傾向 に あ っ た。 HR は、 全体的 に バ レ エ と 同 様 の 傾向 を 示 し 、 暗照度下で楽 し い
表現 を 鑑賞 中 の 舞踊経験群 のそれは、 未経験群のそれよ り 有意 に 高値で あ っ た。

N. 考察

本研究の結果か ら 、 舞踊 の種類 に 関係な く 暗照度下で舞踊鑑賞 し て い る 被験者の 交感神経活動は、
安静お よ び明 照度下 よ り も 約 2 倍近 く 高 ま る が、 楽 し い ダ ン ス を 除 い た副交感神経の活動 に は ほ と ん
ど変化がな い こ と が判 明 し た。 さ ら に照度の違 い に よ る 心拍数の変化は、 交感神経 の活動 よ り も 副交

こ の知見は、 安静心拍 の コ ン ト ロ ー ル に は交感神
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感神経の活動 に 大 き く 依存す る こ と が確認さ れた。



愛知県立芸術大学紀要 ltl.33 (2003) 

経の促進効果よ り 副交感神経の抑制効果の方が相対的 に優位で あ る と の考 え 聞 と 一致 し た結果で あ っ
た。 入眠の 際 に は心臓副交感神経活動が高 ま る が、 こ れは照度 と は 関係な く 、 本研究の様 に 暗照度下
で行われて い る 舞踊鑑賞 中 に 交感神経活動が高 ま る 要因 と し て は、 暗 さ か ら 「不安」 を 感 じ る こ と も
さ る こ と な が ら 「表現が観づ ら い」 こ と も 大 き な要因であ る と 推察 さ れ る 。 交感神経活動の 照度 に よ
る 影響 を 検討 し た研究 は数少な く 、 20歳の健常女性 を対象 と し た実験制 で は 、 5,000lxの 照 明 を 彼女
た ち に 60分間照射 し た 際 の 心拍変動 を パ ワ ース ペ ク ト ル解析 し た と こ ろ 、 低周波帯域 （LF） が通常
照度下 に 比 し て有意 に 増加 し た が、 高周波 （HF） お よ び LF/HF に は有意差が認め ら れな い こ と か
ら 、 強烈 な ラ イ ト 照 射 が交感神経系 の活動水準 を 高 め る こ と を 示 唆 し て い る 。 こ の 報告 に 対 し 、
Tsaritsynsky ら 却 は、 う つ病患者 を 強 い 照度下に さ ら す と 血液中 の エ ビ ネ フ リ ン濃度が低下す る こ と
を報告 し て お り 、 明照度は交感神経活動 を低下 さ せ る 可能性 も 否定で き な い が、 う つ病患者の安静時
の交感神経活動の状態 を 正常 と 捉 え る の は困難な ので一考 を 要す る 。 さ ら に こ れ ら の報告は、 全 て被
験者に 対 し て光が照射 さ れてお り 、 本研究 の よ う に 自 身は常 に 一定の 暗照度下 に あ り な が ら 、 鑑賞す
る 対象の照度を検討 し た も の で は な い。 こ の点か ら す る と 本研究は、 間接的な光の効果を 生理学的 に
検討 し て い る も の と な り 、 似 た よ う な報告 を現時点で発見す る こ と はで き な か っ た。

本研究の舞踊、 表現お よ び照度 に 関係な く 未経験者群 の心拍数が舞踊経験者群 の そ れ よ り 常 に 高 い
傾向 に あ り 、 そ の 際 の副交感神経活動が心拍数 と は逆のパ タ ー ン を 示す の に、 交感神経活動 に は一定
の傾向が観察 さ れな か っ た こ と か ら 、 前述 し た と お り に心拍数の コ ン ト ロ ール に は、 心臓副交感神経
活動の働き が交感神経 よ り 優位で あ る こ と が再確認さ れた。 鑑賞者の舞踊経験の違 い に よ り 安静時の
副交感神経活動 に 大 き な差が認め ら れた点は、 舞踊経験者が未経験者に比べて リ ラ ッ ク ス し て い る も
の と 考 え ら れ る 。 こ の両者の零離現象は舞踊鑑賞 中 に は顕著 と な り 、 舞踊経験群で は安静時よ り さ ら
に副交感神経活動が高 ま る の に対 し て、 未経験群のそれは安静時よ り 大 き く 抑制 さ れて い る 。 舞踊鑑
賞 を リ ラ ッ ク ス し て行 え る か ど う かは、 鑑賞者の舞踊経験 に依存す る 可能性が示唆 さ れた。 そ う な る
と 本研究の舞踊 に対す る 照度の影響は、 舞踊経験者群 の変化 を元に判断す る のが望ま し い と思われる。
舞踊経験者群の副交感神経活動は、 暗照度下での楽 し い ダ ン ス を 除 い て安静時よ り 高 ま る 傾 向 に あ る
が、 交感神経活動は 明 照度下で は低下す る 傾 向 に 、 暗照度下では 逆 に 高 ま る 傾 向 に あ っ た。 舞台演出
の 手法 と し て は、 明 る く 楽 し い表現 に は 明 る さ を必要 と す る で あ ろ う し、 反対 に 暗 く 哀 し い 表現 に は
暗 い方が効果的で あ る と 考 え ら れ る 。 そ う な る と 明 る い表現 を 暗 い 中 で、 ま た は暗 い表現 を 明 る い 中
で行 う の はナ ンセ ン ス な演 出 と な る が、 本研究では表現内容と それ に対す る 照度 と の 関係 は見出せず、
照度 ま た は視覚 に対す る 生理学的な反応で あ る と 推察 さ れた。

非侵襲的な方法 に よ る ヒ ト の心臓副交感神経活動の評価は、 そ の主た る 効果器で あ る 心拍変動の解
析 に よ り 間接的 に行わ れ る 。 Akselrod ら I ） は、 イ ヌ の 自 律神経 を 薬理学的 に ブ ロ ッ ク し た 際 の 心拍
変動の時系列デー タ を ス ペ ク ト ル解析 し た結果、 中 （MF） お よ び高周波成分 （HF） が心臓副交感神
経活動水準 を 反 映 し 、 低周波成分 （LF） は心臓副交感お よ び交感神経活動 を 反 映す る と 報告 し 、 ヒ
ト を対象 と し た 薬理実験 の結果か ら も 同様な見解が得 ら れた 16）。 そ の 後 Pagani ら 15） に よ り 、 交感神

経の活動は、 LF よ り LF/HF の方がよ り 反映 し て い る と 報告 さ れた こ と か ら 、 現在で は LF/HF
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が交感神経活動の変数 と し て用 い ら れて い る 。 1 980年代 の後半か ら 、 心拍変動 を 基 に 心臓 自 律神経活
動 を 非侵襲的 に 計量す る 方法が開 発 さ れ I ) 、 現在で はス ポー ツ お よ び救急医療等 を 中 心 に広 範 囲 に応
用 さ れて い る が、 舞踊鑑賞者 に 対す る 応用 は こ れが初 め て の例 に な る と 思わ れ る 。 舞踊鑑賞 中 の検討
と な る と 採血 ま た は薬理学的実験手法を選択す る こ と は不可能 に 近 く 、 間接的な方法 と し て心拍変動
を 用 い た 。 し か し な が ら 、 Eckberg引 お よ び Goldberger6 ） は、 心拍 の R - R 間 隔 か ら 算 出 さ れ た ス
ペ ク ト ラ ム パ ワ ー を 交感神経活動水準 と し て評価す る こ と に 問題が あ る こ と も 指摘 し て い る 。 こ の他
に も 方法で述べたが、 本研究の よ う な あ る 情報 （入力） に対する 生理的反応 を 調べ る 際 に 呼吸頻度 を
調節す る こ と は難 し く 、 本研究の 自 律神経機能の水準 に は呼吸性洞性不整脈の影響が多分 に存在す る 。
Hirsch ら 8 》 は、 HF が呼吸回数お よ び 1 回換気量の影響 を 強 く け る こ と を 報告 し て い る 。 こ の 点 か
ら 考 え る と 本研究 の HF の 評価 は、 心臓副交感神経の活動水準 を そ の ま ま 反 映す る と は言 い 難 い 。
し か し 、 呼吸回 数 を 一定 に す る こ と は、 呼吸の任意調節であ り 、 自 然な 状態 と は い え な い た め 、 リ ラ
ク ゼー シ ョ ン の効果 を 検討す る 際 に は 問題 と な る 聞 こ と か ら 、 今後は こ の よ う な研究 に お け る 結果
を 基 に 、 自 律神経機能 を 評価可能で あ る の か に つ い て の検討が必要で あ る 。

現在、 芸術の精神 に 及 ぼす効用 が認め ら れ、 芸術療法等 の分野の発展 に よ り 、 そ れ ら の臨床的検証
がな さ れて い る 叩 。 美術学の分野で の 芸術療法は、 患者の描 い た絵 と 心理的状態 の 関連 を 基 に 、 セ ラ
ピ ー の 効果 ま た はそれ に よ る 心理状態 の変化 を推察す る 方法が と ら れて い る 叩 。 こ の よ う に 患者が表
現す る と い う 受動的な方法 に対 し て音楽学の分野では、 音楽を鑑賞す る こ と に 加 え 自 身が演奏 ま た は
歌 う と い う 、 受動的お よ び能動的な方法が可能であ る ヘ 音 楽 に 身体動作 を 加 え た ダ ン ス セ ラ ピ ー で
は、 患者が音楽 を 聞 き そ れ に 合わせて踊 る 方法が主で あ り 、 能動的な活動の さ ら な る ダイ ナ ミ ッ ク な
手法 と な る 問。 こ の よ う な 芸術 を 用 い た セ ラ ピーでの効果は、 患者の主観的お よ びセ ラ ピ ス ト の判 断
に委ね ら れ る た め 、 身体的 に客観視で き る 判断 を 示す こ と は困難で あ る 。 本研究は、 こ の よ う な場所
に も 客観的な判 断 を 示す指標 に発展す る 可能性があ る と 考え て い る 。
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（図1 1 ） ロ ッ ソ ・ フ ィ オ レ ンテ ィ ー ノ 、 （ニッ コ ロ ・ カ ッ サーナによっ
て画面が鉱大 さ れ、 1 700年頃の額縁に入れ られた状態を示す
（鉱張後の寸法350× 259cm） ‘ フ ィ レ ン ツ ェ ‘ パラ テ ィ ー ナ
美術館［出典 F. Zeri (a cura di) Sroria dell'arte iwliana, I 0. Conservazione fa/so. restauro, Torino, 1 9 8 1 ]  

（図13） ルイ ・ ア ッ カ ン に よ る カ ン ヴ ァ ス 移 し 普えの例
ラ フ ア ヱ ッ ロ 《フ ォ リ ーニ ョ の聖母）） ロ ーマ、 ヴァ
テ ィ カ ン絵函館

( 22 ) 

西洋 に お け る 美術品修復の歴史 （上）

｛ 図 1 0） ロ ッ ソ フ ィ オ レ ンテ ィ ー ノ 《デイ 家祭壇画）） 1 522年
頃、 フ ィ レ ン ツ 工 、 サ ン ト ー ス ピ リ ト 聖堂、
オ リ ジ ナル 額縁 に 入 れ ら れた状態を示す ｛画面の寸法

250 × 21 0cm) [tll典 F Zcri (a cura di) St01ia dell’arte itali削a, JO, Comervazione.falso, re.＜削uo. Torino, 198 1 ]  

（図12) R ピコ ー に よ る カ ン ヴ ァ ス移 し普えの例 ア ン ド レ 7 ・
デル サル 卜 作 《慈愛b パ リ ‘ Jレー ヴル美術館
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・・ セ ツ コによる加銃部分 箆議 プ レスコ による柿き直し部分

（図 8 ） ダニエ ー レ ・ ダ ー ヴ オ ルテ ッ ラ に よ る加筆 と 描 き 直 しの部分 ミ ケ ラ ン ジ エ ロ 作 《最後
の審判》 ロ ーマ‘ システィ ーナ礼拝堂
［出典 F. Mancinelli, G. Colalucci, The Last Judgement The Restoration, New York. 1 999] 
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（ 図 6 ) 《 ラ オ コ ー ン ）） ロ ー マ ‘ ヴ ァ テ ィ カ ン
美術館. 1 960年の修復に よ っ てモ ン ト ル
ソ ー リ の付加部分が除去 さ れた状態を示
す．
［出典 F. Zcri (a cura di), Storia dell’arle 
italia11a, 10, Co11servazio11e, also, resta11ro, 
Torino, 198 1 ]  

（図 5 ) 《 ラ オ コ ー ン》 ロ ー マ 、 ヴ ァ テ ィ カ ン
美術館. 1 6世紀に G モ ン ト ル ソ ー リ に
よ っ て修復さ れた状態を示す．
［出典 F. Zeri (a cura di), Storia dell切·te
italia11a, I旦 Conse門店io11e.falso, rest削1ro,
Torino, 1 98 1 ]  

西洋 に お け る 美術品修復の歴史 （上）

（図 4 ） 「ア ・ マ ッ セ ッ ロ 」 に よ る フ レ ス コ 画剥
灘の例 ピエ ロ ・ デ ッ ラ ・ フ ラ ンチ ェ
ス カ 作

（
（ キ リ ス ト の 復，舌b ポ ル ゴ ・ サ

ン ・ セ ポル ク 口 、 市庁舎

（図 7 ) ピヱ ト ロ ・ カ ル ネ ヴ ァ レ に よ る修複と加筆 （1 566 72年） 斜線部分］
ミ ケラ ン ジ ェ 口 作 《 ノ アの燭祭》 ロ ー マ‘ シ ステ ィ ー ナ礼拝堂天井商
［出典 F. Mancinelli, Michela11ge/o La Cappel/a Sislina Rapporto sul r印刷m degli affreschi de/la volta, 1994] 

( 20 ) 
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（図 2 ） 「 リ ク ア ド ラ ト ゥ ー ラJ の例 （ギルラ ン ダイ オ工房による） ジ ヨ ッ ト 工房作 （図 1 ） 「サゴマ ト ゥ ー ラJ の例 ジ ヨ ッ ト工房作 《十字
《バ ロ ンチ ェ ッ リ 祭壇画 （聖母戴冠）》 、 フ ィ レ ン ツ 工 、 サ ン タ ・ ク ロ チ ェ 架 上 の キ リ ス ト 》 1 5 世 紀 前 半 に 切 り 取 ら れ る

聖堂 （サン ・ カ シャ ー ノ 、 サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ンニ ・ イ ン
スガー ナ聖堂）
［出典 A. Conti, Storia de/ resta11ro, Milano, 1 973] 

（図 3 ) （左） 「 リ ヲ ァ ド ラ ト ゥ ー ラJ の例 （1501年、 口 レ ン ツ ォ ディ ー ク レデ ィ に よ る ） フ ラ ・ ア ン ジ ェ リ コ 作 （（聖母子 と 四聖人》 、
フ ィ エー ゾ レ ‘ サ ン ド メ 二 コ 聖堂 （右） 当初の三連祭壇画の復元図
［出典 U. Baldini, L ’opera con伊／eta dell'Angelico, Milano, 1970] 
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